
第６回ちば講座アワード事例調書 （君津亀山青少年自然の家）

【講座・事業の狙い】
〇地域材を使った学習机作りを通して、森と人とのつながりを強くし、森や林業への興味・関心を高
める
〇学習机という一生使えるもののモノづくりを通して、モノを大切にする気持ちを育む

【講座・事業の内容等】

午前：森林学習(森～海～人のつながりについての紙芝居)
木こり体験(のこぎりで間伐体験)
丸太クラフト(間伐した幹や枝を使ったクラフト)
午後：学習机作り
※机作りのキットは地域の手作り家具工房「秋元木工」
が製作。キットは回を重ねるごとに改良している

【参加者の声】
〇山の木の伐採からとても充実した内容でし
た。
〇環境教育、森できこり体験、机作り、素晴
らしいプログラムで多くの方に参加していた
だきたいと思いました。
〇(スタッフが)励ましたり、褒めたり、子ど
もが最後まで頑張り抜けたことに感謝。

【成果と課題】

【成果】〇参加された方の満足度は非常に高い。
(令和3年度から実施しているが、参加者満足度は
100％)
〇参加者から終了後「机を大事に使っている」な
どお礼のメッセージや手紙をいただくことがある
【課題】参加費は実費分のみの設定としているが
高額になるため、集客が課題。各回定員5組に対
して2～3組の参加が多い。

完成後、自宅で使用
している学習机

おじいちゃん・おばあちゃんと
一緒に机づくり

6歳になったら机を作ろう！


